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③ スローガンの「全員主役 楽しむ稲武」も、

しっかり考えながらやることができた。みんな

が主役だから自分が楽しまないとみんなが楽し

くなくなると思った。

⑥ それぞれが積極的に動かなければ、あそこまで楽しい稲武生活を送るの

は難しかったと思っている。全員が成長できるような機会をもらうことで、

最高の稲武にすることができた。



④ 「全員主役」というところでは、特にキャンプファイ

ヤーの時に全員が主役になれたのではないかと思った。

キャンプファイヤー実行委員はもちろん、それ以外のみ

んなも、全員でいっぱい楽しめてすごくよかった。

⑤ 稲武に行く前の(キャンプファイヤー)実行委員会の時は、失敗したらどうし

ようかと不安が多かったけど、キャンプファイヤーが始まったらみんなが楽し

そうにしているのを見て、本当にうれしかった。それぞれの活動でそれぞれの

実行委員が全力で楽しませてくれて、とてもいい思い出になった。

⑦ トーチを振るときはすごく緊張していましたが、振り終えたときの達成

感と、みんなから「きれいだった」「感動した」などと聞いて、すごくう

れしかったです。

⑧ この稲武で、皆がそれぞれの実行委員の仕事を頑張って取り組み、協力

し合った上で、こんなに楽しめたと思うと、自分もしおりを作ったり、稲

武で少しでもみんなが行動しやすいように作ったりと、頑張ってよかった

な、と思えた。他の実行委員の人たちにも稲武をこんなに楽しませてくれ

たことに感謝している。


